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第９章　特　別　活　動

第１　指導計画の作成

１　指導計画作成の基本的な考 え方
⑴　学校の創意工夫を生かす 
　 　各学校において、学校の伝統や歴史、経営方針や重点目標、地域のよさや特性等を積極的に
生かすなど工夫して、特色ある特別活動の指導計画を作成することが重要である。
⑵　学級や学校の実態や児童の発達の段階などを考慮する
　 　学級や学校、地域の実態、集団の状況及び児童の発達の段階（「発達課題」、「学校生活におけ
る集団活動の発達的な特質」、「発達に即した指導のめやす」など）を考慮する。
⑶　各教科、道徳科、外国語活動及び総合的な学習の時間などの指導との関連を図る 
　 　カリキュラム・マネジメントの観点に立ち、各教科等で育成された資質・能力が特別活動で十
分に活用できるようにするとともに、特別活動で培われた資質・能力が各教科等の学習に生かさ
れるように関連を図ることが大切である。
⑷　児童による自主的、実践的な活動が助長されるようにする 
　 　学級活動⑴や児童会活動、クラブ活動では、自発的、自治的な活動を一層効果的に展開し、自
主的、実践的な活動が助長されるようにする。また、学級活動⑴に重点を置き、より多くの活動
の機会を設けることができるような計画を作成する。学級活動⑵、⑶や学校行事では、教師の適
切な指導の下、計画や運営に児童の自主的、実践的な活動を可能な限り取り入れるよう工夫する。

⑸　家庭や地域の人々との連携、社会教育施設等の活用などを工夫する 
　 　体験を通して学ぶことを重視する特別活動の特質に鑑み、家庭や地域との交流を深め、その教
育力の活用を図ったり、地域の自然や文化・伝統を生かしたり、社会教育施設等を活用したりす
ることが大切である。

２　指導計画作成の一般的な手順

※　全体計画及び年間指導計画は、評価し、改善を図り、次年度の計画に反映させる。
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３　指導計画作成に当たっての留意すべき事項
⑴　「特別な配慮を必要とするなど課題を抱えた児童への指導」の視点
　 　学びの過程において考えられる困難さに対する指導の工夫の意図、手立てを明確にし、個々の
困難さに応じた指導内容や指導方法を工夫する。必要に応じて、個別の指導計画を作成し、必要
な配慮を記載する。
⑵　「主体的・対話的で深い学び」の視点
　 　特別活動において、よりよい人間関係の形成、よりよい集団生活の構築や社会への参画及び自
己実現に資するよう、主体的・対話的で深い学びの実現に向けて授業改善を推進する。そのため
に、特別活動の目標の具現化に向け、児童が「集団や社会の形成者」としての見方・考え方を働
かせていけるよう、指導計画を作成する。
⑶　「教科等横断的」な視点
　 　各教科等の特質に応じて育まれた資質・能力を、実践的な集団活動を通して、統合的で汎用的
な力に変え、キャリア教育の充実を図るという視点からも、実生活で活用できるようにすること
が大切である。学級経営の充実に資する特別活動の積み重ねが、学校文化を創造し、各教科等
での主体的・対話的で深い学びを支え、そこで培われた資質・能力が、特別活動の充実にもつな
がる。
⑷　「社会に開かれた教育課程」の視点　
　 　児童の主体的な活動を指導する具体的な方策や、自校の実践を地域社会と共有することが大切
である。また、学校が意図的、計画的な教育活動の一環として、学校内外において多様な他者と
交流し、協働して活動できる機会と場を設定することが大切である。
⑸　「道徳教育の充実」の視点
　 　特別活動における道徳性の育成を目指して、道徳教育の内容との関連を考慮する。特に、「集
団や社会の形成者としての見方・考え方を働かせ、様々な集団活動に自主的、実践的に取り組み、
互いのよさや可能性を発揮しながら直面する課題を解決する」という特質を生かし、道徳的実践
の指導の充実を図る。
⑹　内容の取扱いについての配慮事項
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 第２　指導計画作成のための資料

１　特別活動全体計画例
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２　学級活動の年間指導計画
⑴　学級活動で取り上げる活動例

⑵　学級活動の各活動における学習の過程例
　 　１単位時間の指導計画は、事前及び事後の活動を含めた一連の活動の過程等についての見通
しを示すことが大切である。
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⑶　発達の段階に即した指導のめやす（以下のような姿になるよう適切に指導する）
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⑷　学校で作成する学年別年間指導計画例　４年生

〈留意事項〉○ 学級活動で示された内容は、いずれの学年においても必ず取り扱うとともに、１単
位時間で指導する。
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⑸　学級ごとに作成する年間指導計画例
○○市立○○小学校　第４学年２組　学級活動年間指導計画

〈留意事項〉○学期末に指導目標をもとにして、個と集団の評価を実施する。
　　　　　　○学級活動における自発的、自治的な活動を中心として学級経営の充実を図るようにする。
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３　児童会活動
　⑴　児童会活動の活動内容と組織例

　⑵　児童会活動の年間指導計画例

〈留意事項〉
　○集会等活動においては、各学級の関わり方等について、学級経営との関連を図る。【３⑶】
　○学校行事の計画の一部を担う場合は、児童の負担過重にならないようにする。
　⑶　代表委員会
　　ア　代表委員会の年間指導計画例

〈留意事項〉
　○児童の実態や発達の段階を考慮し、自主的、実践的な活動が助長されるようにする。
　○学級代表が参加しない低学年の児童も計画や運営に関わることができるよう、活動を工夫する。
　　イ　代表委員会の活動例 

〈留意事項〉
　○ 学級代表は高学年が中心となるが、学校規
模によっては、中学年児童の参加も考えら
れる。

　○ 代表委員会と各委員会を同じ時間に行うこ
とのないよう実施の在り方を工夫する。

　※１　 クラブの代表については、必要に応じて招集する
　※２　 規模の大きい集会については、１～２単位時間程度

で実施する
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⑷　委員会活動
　ア　委員会活動の年間指導計画例

〈留意事項〉
　○ 児童による自主的、実践的な活動の充実を図るため、児童数や学級数、指導に当たる教職員組
織、施設、設備などの学校の実態を考慮し、創意工夫して指導計画を作成する。

　イ　教師が作成する図書委員会の年間指導計画例 

〈留意事項〉
　○ 教師が作成する指導計画は、児童の活動として取り上げるべき具体的な内容、方法、時間等の基
本的な枠組みとし、それを基に児童の手により具体的な活動計画が立てられるようにする。【３⑵】

　○児童が作成する活動計画には、年間活動計画と１単位時間の活動計画などがある。
⑸　児童会集会活動
　ア　児童会集会活動の年間指導計画例

〈留意事項〉
　○ 集会は教師の適切な指導の下、異年齢集団による交流のよさを一層重視し、児童の発意・発想を
生かして計画・運営するとともに、全ての児童が主体的に参加できるように配慮する。【３⑴】

　○ 児童が作成する１単位時間の活動計画は、活動名、日時、ねらい、活動内容、準備、分担等を入れる。
　○ 集会の形態としては、全校児童、複数学年の児童、同一学年の児童で行われるものなどが考えられる。
　イ　児童会集会活動の活動例
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４　クラブ活動
⑴　クラブ活動の組織づくり

〈留意事項〉
　〇 クラブへの所属については児童の興味・関心を大切にし、異年齢による自発的、自治的な活動
が効果的に展開できるように教師の適切な指導の下に決める。

　〇 クラブ活動を組織するに当たり、指導教師の数や施設、地域の実態などを考慮するとともに、
安全面に配慮するなど十分な検討を行い、実施するようにする。

⑵　クラブ活動の年間指導計画及び活動計画例
　ア　クラブ活動の年間指導計画例

（留意事項）
　〇 家庭や地域の人々の協力を得たり、社会教育施設等を活用したりすることに努める。【３⑷】
　〇 児童の自発的、自治的な活動を効果的に展開するため、年間や学期ごと、月ごとなどに適切な
授業時数を充てるものとする。

　〇 年間の活動のまとめとして、全校児童や地域の人々の前で「クラブ発表会」を行うことが考えられる。
　　この発表会を次年度にクラブを選択する際のオリエンテーションの機会とすることも考えられる。【３⑶】
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　イ　教師が作成する室内スポーツクラブの年間指導計画例

（留意事項）
　〇 指導目標を明確にし、児童の発達の段階や学校、地域の実態に即して、各クラブ担当の教師が作成する。
　〇 多面的な評価を行うために、担当するクラブの児童に積極的に関わるとともに、各学級の児童
の情報交換を適宜行い、共通理解を図る。

　ウ　児童が作成する手芸調理クラブの活動計画例

〈留意事項〉
　〇 クラブ活動は共通の興味・関心を追求する自発的、自治的な活動であるため、教科色の強い活
動となることのないように、また、活動が児童の負担過重にならないように十分配慮する。

　〇 児童が作成する活動計画に示す内容は、目標や各月などの活動内容、準備物、役割分担などが
考えられる。 

　〇 活動を振り返り、新たな目標や課題がもつことができるように児童自身の自己評価や成員相互
による評価を適切に行う。

　〇 活動計画の作成に当たり、食品を取り扱う際には、担当者が事前にアレルギーをもっている児童を
把握するとともに、危険が及ばないように十分材料の確認を行う等、健康や安全に十分に配慮する。
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５　学校行事
　⑴　学校行事の年間計画例

〈留意事項〉
　〇 学校行事の計画は、１年間を見通し、特定の時期に行事が集中しないように配慮する。また、５つの内容について、
すべての学年で取り組むことができるように配慮し計画する。

　〇 幼児、高齢者、障害のある人々との触れ合いや、自然の家等の社会教育施設を活用した自然体験や社会体験などを
積極的に取り入れる。【３⑷】 

　〇 「林間学校（総合で５時間）」とは、指導計画の中に、総合的な学習の時間（課題解決に向けた探求活動）を５時間
行うことを意味する。

　〇 文化的行事の学習発表会には、展覧会、音楽会なども考えられる。芸術鑑賞会には、演劇、音楽等の芸術に触れる
ことが考えられる。また、勤労生産・奉仕的行事には、飼育活動、栽培活動なども考えられる。　

　⑵　学校行事年間指導計画例

〈留意事項〉
　〇 学校行事の年間指導計画では、行事ごとの大まかなねらい、内容等について年間を通して見通せるようにする。詳
細については、各行事の指導計画で立案する。

　〇 各教科等で身に付けた資質・能力などを学校行事においてよりよく活用できるようにしたり、学校行事で身に付け
た資質・能力を各教科等の学習に生かしたりできるように配慮する。【３⑶】
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⑶　各行事の指導計画例
ア　儀式的行事「入学式」の指導計画例
　１　ねらい
　　〇 入学式の意義を理解し、ふさわしい参加の仕方や気品のある行動の仕方を身に付けるようにする。
　　〇 新しい生活への希望や意欲につなげるように考え、入学式において、規則正しく行動できるようにする。
　　〇 入学式への参加を通して、これからの学校生活への希望や意欲をもって臨もうとする態度を養う。
　２　実施計画
　　⑴期日 ４月〇日（〇）時間〇：〇〇～〇：〇〇　　⑵場所　体育館
　　⑶参加学年 １、６年　　⑷役割分担・事前の準備と教師の役割（略）
　３　指導内容
　　⑴事前指導
　　　〇入学式参加の指導 〇国歌の練習 〇歓迎の言葉・歌の練習 〇入学式準備の児童の活動
　　⑵展開

　　⑶事後指導　〇新入児童への指導　〇参加しなかった学年への指導　〇参加児童への指導
　４　評価規準（略）
　〈留意事項〉
　　〇 国旗は、国旗掲揚塔及び式場内の正面に掲揚し、国歌は、前年度より音楽科の学習との関連

を図り、指導し、歌えるようにする。

イ　健康安全・体育的行事「避難訓練」の指導計画例
　１　ねらい
　　〇 訓練の意図を理解し、非常事態（竜巻）での身の守り方や必要な行動の仕方を 身に付けるようにする。
　　〇 安全に避難し、身を守る方法について考え、他者と協力して適切に判断し、行動できるようにする。
　　〇 訓練を通して、防災に対する意識を高め、日常生活に生そうとする態度を養う。
　２　実施計画
　　⑴期日　９月〇日（〇）第２校時　　⑵場所　各教室 
　　⑶参加学年　全学年　　　　　　　　⑷役割分担（略）
　３　指導内容
　　⑴事前指導　〇避難経路、避難場所、避難の仕方の確認　〇竜巻についての指導
　　⑵展開

　　⑶事後指導　〇各学級における振り返り【３⑵】
　４　評価規準（略）
　〈留意事項〉
　　〇 地域の環境や地形、自然災害等に応じた避難訓練や地域住民と共同して実施する防災訓練

などは特に重視して行う。【３⑷】


